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BCP（事業継続計画）とは

ズバリ　緊急時に会社（事業）を生き残らせる計画　です

　緊急事態はいつ発生するかわかりません。社員の安全を守る対策はもちろんですが、会社を存続させ、事業を継続するための備えをしておくことも重要です。
2011年の東日本大震災の時は、被害が少ない会社であっても、復旧が遅れ自社の製品・サービスが供給できなくなったために、事業の縮小を余儀なくされるケース
が多く見受けられました。緊急事態において的確な決断を下すために、あらかじめ対策方法について検討を重ね、日頃から訓練しておくことが大切です。

BCPを策定し、災害時に備えた取り組みを進めています。（順不同）

教えて!
地元企業の
経営者向け

（事業継続計画）とはBCP
ズバ
リ 緊急時に会社（事業）を生き残らせる計画 です
　緊急事態はいつ発生するかわかりません。社員の安全を守る対策はも

ちろんですが、会社を存続させ、事業を継続するための備えをしておくことも重要
です。2011年の東日本大震災の時は、被害が少ない会社であっても、復旧が遅れ
自社の製品・サービスが供給できなくなったために、事業の縮小を余儀なくされる
ケースが多く見受けられました。緊急事態において的確な決断を下すために、あら
かじめ対策方法について検討を重ね、日頃から訓練しておくことが大切です。

□災害が勤務時間外に起こった場合、従業員と連絡を取り合えますか?
□会社周辺の地震や風水害の被害に関する危険性を把握していますか？
□1週間又は1ヵ月程度、事業を中断した際の損失を把握していますか?
□情報のコピーまたはバックアップをとっていますか?
□どの事業を優先的に継続すべきで、 そのための対策をしていますか?

●大規模災害等の緊急時における企業の危機管理能
力を高める

●事業活動の継続・早期復旧等により、取引先への製
品・サービス等の供給責任を果たす

●顧客の維持・獲得、企業信用の向上

BCPの検討・策定による効果

中小企業BCP
策定運用指針
（中小企業庁）

具体的な策定方法など
詳細はこちらチェックリスト（一例）

教えて！
地元企業の
経営者向け

防災月間（9月1日～30日）が始まっています。
過去の災害を教訓にした防災対策の事例、いざに備えて学びを深め、訓練をしている人・企業・病院たち、
明日からできる防災の取り組みなどを紹介しています。意識を高めるきっかけにしてみてください。

防
特
災
集

過去の災害から学び　　有効な対策方法を知り　　いざに備える。

火
対策方法を知り

過
去
か
ら
学
び い

ざ
に
備
え
る
。

防災を身近に。まずは興味・関心を持つところから、始めてみませんか？

LIXIL認定 エクステリアマイスター

20120・12・8184
㈲ガーデンハウス

https://www.gh-yokohama.jp/

（住）都筑区荏田東1-7-1 
（営）9～17時（休）水曜・日曜

相談・お見積り無料

10月
など
　など

値上がり
します！

倒壊しにくい塀、見通しの良いオープンフェンス、
センサーライトや機能門柱、強風に強いカーポー
ト、水害対策の高床式ウッドデッキなどなど

エクステリア工事は
防犯･防災対策にもなります。

今なら、値上げ前の価格でご提案、お見積もりが可能です。
エクステリア工事を検討の方、ぜひご相談ください。

多くのエクステリア商品がメーカーの価格改定で
カーポート フェンス 門 扉 物 置

DMASのユニフォームを着た大島さん（左）と門間さん

創
英
大
看
護
生
、
熊
本
を
支
援

災
害
医
療
に
携
わ
る

　
今
年
７
月
に
発
生
し
た
熊

本
地
震
の
被
災
地
支
援
に
、

創
英
大
学
看
護
学
部
の
大
島

奏
音
さ
ん
（
３
年
）
と
門
間

凛
さ
ん
（
２
年
）
が
携
わ
っ

て
い
る
。
２
人
が
参
加
し
て

い
る
の
は
、
災
害
時
の
医
療

や
防
災
に
携
わ
る
医
師
や
看

護
師
、
救
急
隊
員
な
ど
で
構

成
さ
れ
る
日
本
災
害
医
学
会

の
学
生
団
体
「
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｓ
」
。
新
宿
に
あ
る
事
務
局

で
、
避
難
者
数
や
断
水
家
屋

数
と
い
っ
た
被
災
地
の
現
状

把
握
や
、
災
害
派
遣
医
療

チ
ー
ム
「
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
」
の
派

遣
を
調
整
す
る
業
務
な
ど
に

協
力
し
た
。
「
医
療
だ
け
で

な
く
、
水
や
資
源
な
ど
の
振

り
分
け
も
考
え
る
。
本
部
の

役
割
も
重
要
だ
と
思
っ
た
」

と
振
り
返
る
大
島
さ
ん
。
門

間
さ
ん
は
「
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
派

遣
さ
れ
る
ま
で
が
速
く
て
驚

い
た
」
と
被
災
地
支
援
の
最

前
線
で
学
び
を
深
め
た
。

　
心
肺
蘇
生
や
応
急
手
当
の

知
識
、
技
術
を
学
び
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
も
取

り
組
む
創
英
大
学
の
団
体

「
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
」
に
所
属
す
る

２
人
。
特
に
災
害
現
場
で
の

活
動
に
強
い
関
心
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
今
年
度
か
ら
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｓ
に
手
を
挙
げ
て
参
加

し
た
と
い
う
。

　
全
国
か
ら
約
６
５
０
人
、

関
東
支
部
は
約
２
５
０
人
の

学
生
が
集
ま
る
同
団
体
。
月

１
回
の
勉
強
会
や
日
本
災
害

医
学
会
へ
の
参
加
の
ほ
か
、

実
践
的
な
演
習
を
取
り
入
れ

た
合
宿
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
８
月
末
に
名
古
屋
で
行

わ
れ
た
合
宿
で
は
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
が
発
生
し
た
時
の

被
害
を
想
定
し
、
そ
こ
か
ら

支
援
方
法
を
考
え
た
。
治
療

や
搬
送
の
優
先
順
位
を
決
め

る
ト
リ
ア
ー
ジ
演
習
も
行
っ

た
。
「
医
学
部
や
薬
学
部
、

政
策
学
部
の
学
生
が
い
て
、

全
員
が
同
じ
熱
量
で
同
じ
も

の
を
目
指
し
て
い
る
の
が
良

い
」
と
他
大
学
の
学
生
と
向

上
し
合
え
る
環
境
に
や
り
が

い
を
見
出
す
門
間
さ
ん
。
大

島
さ
ん
は
「
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｓ
で
得

た
学
び
を
持
ち
帰
っ
て
、
大

学
や
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
、
地
域
で
の

活
動
に
広
げ
て
い
き
た
い
」

と
話
す
。
今
後
は
、
事
前
学

習
を
し
て
震
災
マ
ッ
プ
を
作

り
、
実
際
に
被
災
地
を
巡
っ

て
考
え
を
深
め
る
企
画
を
構

想
し
て
い
る
と
い
う
。

　横
浜
市
は
６
月
、
新
し
く

緑
区
の
「
浸
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
を
発
行
し
た
。
内

水
浸
水
や
洪
水
浸
水
の
恐
れ

の
あ
る
区
域
が
地
図
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
家
庭

で
で
き
る
浸
水
防
止
対
策
や

適
切
な
避
難
行
動
を
す
る
た

め
の
情
報
収
集
の
方
法
、
避

難
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

今
年
５
月
か
ら
運
用
が
始

ま
っ
た
新
た
な
「
防
災
気
象

情
報
」
に
つ
い
て
も
、
警
報

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
新
し
く

適
切
な
避
難
行
動
を
紹
介

レ
ベ
ル
ご
と
に
取
る
べ
き
行

動
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

風
水
害
と
地
震
で

異
な
る
避
難
場
所

　同
マ
ッ
プ
に
は
地
震
の
被

害
想
定
を
表
し
た
「
緑
区
地

震
防
災
マ
ッ
プ
」
も
盛
り
込

ま
れ
た
。
区
の
担
当
者
に
よ

る
と
、
風
水
害
の
と
き
と
地

震
の
と
き
で
避
難
す
る
場
所

が
同
じ
で
あ
る
と
誤
解
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
多
い
と
い

う
。
一
部
重
複
す
る
場
所
も

あ
る
が
、
風
水
害
で
は
10
カ

所
、
地
震
で
は
22
カ
所
の
避

難
場
所
が
指
定
さ
れ
て
い

る
。　同

マ
ッ
プ
は
区
総
務
課
で

配
布
し
て
い
る
。
デ
ー
タ
は

区
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
る
。
問
同
課
☎
０
４

５
・
６
７
１
・
３
４
５
６

緑区

◀マップの
　ダウンロードは
　こちら（区ＨＰ）

　消
防
庁
は
こ
の
ほ
ど
、
８

月
に
発
生
し
た
千
葉
豪
雨
に

よ
る
被
害
状
況
を
発
表
し

た
。
発
表
資
料
に
よ
る
と
、

住
宅
被
害
の
う
ち
床
上
浸
水

と
床
下
浸
水
は
と
も
に
約
２

０
０
０
棟
に
上
っ
た
。
水
害

水
害
時
の
衛
生
対
策

市
薬
剤
師
会
ら
が
呼
び
掛
け

時
は
細
菌
が
増
え
て
感
染
症

が
発
生
し
や
す
い
環
境
に
な

る
た
め
横
浜
市
と
（
一
社
）

市
薬
剤
師
会
は
「
日
頃
か
ら

水
害
に
備
え
て
必
要
な
物
品

を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　豪
雨
な
ど
に
よ
り
排
水
施

設
の
処
理
能
力
を
上
回
る
降

雨
量
が
あ
る
と
、
汚
物
が
混

じ
っ
た
下
水
道
が
逆
流
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
汚
水
が
家

屋
な
ど
へ
浸
水
し
た
場
合
に

備
え
、
市
と
市
薬
剤
師
会
は

地
域
の
薬
局
に
呼
び
掛
け
て

衛
生
対
策
協
力
薬
局
を
組
織

し
、
平
時
か
ら
消
毒
方
法
の

周
知
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

区
内
の
協
力
薬
局
は
、
え
が

お
薬
局
（
鴨
居
１
の
７
の

８
）
、
い
こ
い
薬
局
（
鴨
居

４
の
２
の
31 

鴨
居
駅
前
ビ

ル
）
、
さ
な
え
薬
局
中
山
店

（
中
山
１
の
６
の
17
）
の
３

薬
局
。
協
力
薬
局
で
は
「
水

害
時
の
衛
生
対
策
と
消
毒
方

法
」
に
関
す
る
資
料
を
配
布

し
て
い
る
ほ
か
、
消
毒
液
の

作
り
方
な
ど
の
相
談
に
も

乗
っ
て
く
れ
る
。
同
資
料
は

市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
閲
覧
可
能
。

水
害
時
等
の

衛
生
対
策

（
市
Ｈ
Ｐ
）

市
薬
剤
師
会

の
災
害
対
策

の
取
り
組
み

今年8月に千葉県を襲った記録的豪雨をはじめ、近年は全国的に局地的な大雨が増え、危険性が低く見
積もられていたエリアの土砂流出や崖崩れが報告されています。改めて、身近に危険な斜面、法面、塀な
どがないか確認してみてください。当社では豊富な経験、実績を基に改修などのご提案をいたします。

緑区長津田町3163／☎045-989-6380／　tosi@wakoace.co.jp 代表取締役 小林利之
ワコー建設　長津田 検索

環境・空間造のアドバイザー

環境・空間造のアドバイザー

災
害
対
策
を 

じ
ぶ
ん
ご
と 

と
し
て
と
ら
え
る

横
浜
市
会
議
員 

お
く
だ
記の

り

こ子

“いのち”輝
く！

YOKOHA
MA！

緑区育ち・鴨居小・フェリス女学院
中高等学校・麻布大学獣医学部卒
おくだ動物病院（緑区鴨居）

獣医師、シンガー

おくだ記子

おくだ記子
HPはこちら

緑区
白山2-7-30-1F

4080-3361-3691
okudanoriko.vet@gmail.com

事務所

　先
日
、
ペ
ッ
ト
防
災
に
つ

い
て
の
座
談
会
に
登
壇
し
た

際
、
「
ご
自
分
の
地
域
の
防

災
訓
練
に
参
加
し
た
こ
と
が

あ
る
方
」
と
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
挙
手
し
た
方
は
一
人
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
自
分

の
避
難
場
所
と
な
る
地
域
防

災
拠
点
で
の
ペ
ッ
ト
と
の
避

難
生
活
、
ま
た
、
自
宅
で
の

在
宅
避
難
の
可
否
に
つ
い
て

も
し
っ
か
り
と
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
お
く
こ
と
が
と

て
も
大
切
で
す
。

　ペ
ッ
ト
防
災
の
周
知
啓
発

は
、
動
物
の
た
め
だ
け
で
は

な
く
「
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い

る
人
の
た
め
の
防
災
対
策
」

と
し
て
、
飼
い
主
さ
ん
一
人

ひ
と
り
に
『
じ
ぶ
ん
ご
と
』

と
し
て
意
識
し
て
い
た
だ

き
、
飼
い
主
同
士
が
各
防
災

拠
点
や
地
域
で
助
け
合
い
、

ま
た
、
動
物
を
飼
っ
て
い
る

【市政報告】

人
も
飼
っ
て
い
な
い
人
も
理

解
し
合
い
な
が
ら
災
害
を
乗

り
越
え
る
た
め
に
重
要
だ
と

考
え
ま
す
。

　９
月
26
日
㈯
に
緑
区
役
所

で
開
催
さ
れ
る
「
ペ
ッ
ト
の

災
害
対
策
勉
強
会
」
で
は
、

災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
、

そ
し
て
ペ
ッ
ト
Ｈ
Ｕ
Ｇ
（
避

難
所
運
営
ゲ
ー
ム
）
を
通
し

て
、
地
域
防
災
拠
点
で
の
同

行
避
難
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
横
浜

市
が
作
成
し
た
「
災
害
時
の

ペ
ッ
ト
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
の
モ
バ
イ
ル
版
を
、
い

つ
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
ス

マ
ホ
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。ガイドラインの

ダウンロードは
こちらから

・
・
・
・
・

～防災力の向上に～
災害に備えた対策を

申込は
こちら

防
災 

担
い
手｢

家
庭
防
災
員｣

に

緑
消
防
署
が
受
講
者
募
集

　緑
消
防
署
は
、
災
害
に
備

え
て
必
要
な
知
識
と
技
術
を

身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、

「
家
庭
防
災
員
研
修
」
の
受

講
者
を
募
集
し
て
い
る
。
緑

区
在
住
の
人
な
ら
誰
で
も
申

し
込
め
る
。
研
修
内
容
と
開

催
日
時
、
場
所
は
以
下
。

　■
災
害
図
上
（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）

訓
練
、
救
急
研
修
／
10
月
２

日
㈮
と
３
日
㈯
の
午
前
９
時

～
正
午
／
緑
消
防
署
■
初
期

消
火
器
具
訓
練
／
10
月
31
日

㈯
の
午
前
10
時
～
正
午
／
北

八
朔
訓
練
場

　申
し
込
み
は
横
浜
市
電
子

申
請
・
届
出
シ
ス
テ
ム
か

ら
。
各
研
修
の
２
週
間
前
ま

で
に
申
し
込
み
を
。
問
緑
消

防
署
☎
０
４
５
・
９
３
２
・

０
１
１
９

プ
ー
ル
貯
水
を
生
活
用
水
に

断
水
時
も
衛
生
環
境
維
持
へ

　２
０
２
１
年
に
閉
校
し
た

旧
菅
田
小
学
校
（
神
奈
川

区
）
の
プ
ー
ル
で
８
月
29

日
、
「
学
校
プ
ー
ル
貯
水
の

災
害
時
活
用
事
業
」
の
成
果

報
告
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
日
本
プ
ー
ル
安
全
管

理
振
興
協
会
（
北
條
龍
治
理

事
長
）
が
中
心
と
な
っ
て
推

進
し
て
い
る
取
り
組
み
で
、

プ
ー
ル
の
水
を
生
活
用
水
と

し
て
活
用
可
能
に
す
る
こ
と

で
災
害
時
避
難
生
活
の
衛
生

環
境
の
維
持
を
目
指
す
。
水

質
検
査
に
は
㈱
総
合
環
境
分

析
（
鴨
居
）
が
協
力
し
た
。

　１
人
１
日
あ
た
り
、
平
時

は
２
０
０
ℓ
以
上
の
生
活
用

水
を
使
っ
て
い
る
と
さ
れ

る
。
災
害
時
の
目
安
は
１
人

１
日
あ
た
り
10
～
20
ℓ
で
、

断
水
に
備
え
て
各
自
で
必
要

量
を
確
保
す
る
こ
と
が
推
奨

さ
れ
て
い
る
。
北
條
理
事
長

は
、
地
震
で
断
水
が
発
生
し

た
昨
今
の
事
例
を
挙
げ
「
想

定
よ
り
復
旧
が
長
引
く
。
飲

み
水
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か

ら
は
生
活
用
水
を
確
保
す
る

手
段
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い

く
」
と
話
す
。

　同
協
会
が
活
用
す
る
の
は

学
校
プ
ー
ル
。
１
校
あ
た
り

平
均
約
３
０
０
ト
ン
の
貯
水

量
が
あ
り
、
お
お
よ
そ
２
０

０
人
、
30
日
間
分
の
生
活
用

水
を
確
保
で
き
る
と
い
う
。

プ
ー
ル
を
使
う
夏
以
外
の
期

間
は
微
生
物
活
性
資
材
で
水

質
を
浄
化
・
安
定
化
さ
せ
て

お
く
こ
と
で
、
災
害
が
発
生

し
た
際
に
凝
集
と
ろ
過
、
消

毒
の
処
理
を
施
せ
ば
生
活
用

水
と
し
て
即
日
活
用
で
き
る

と
い
う
。
「
高
度
な
設
備
も

電
源
も
不
要
、
低
コ
ス
ト
で

導
入
で
き
る
。
ロ
ー
テ
ク
で

既
存
施
設
を
活
用
で
き
る
」

と
北
條
理
事
長
。
「
横
浜
か

ら
全
国
に
広
げ
、
災
害
時
に

は
水
が
使
え
な
い
と
い
う
固

定
概
念
を
払
拭
し
た
い
」
と

展
望
を
語
っ
た
。
同
事
業
は

来
年
度
以
降
、
横
浜
市
立
小

中
学
校
で
の
導
入
に
向
け
て

調
整
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と

い
う
。

避難生活対策デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
北
條
理
事
長

旧
菅
田
小
の
プ
ー
ル
貯
水

電気を自給自足　自宅を“自立型避難所”に
太陽光発電／EV・PHV充電設備 の導入承ります――。 TEL:045-473-0991

BCP（事業継続計画）とは

ズバリ　緊急時に会社（事業）を生き残らせる計画　です

　緊急事態はいつ発生するかわかりません。社員の安全を守る対策はもちろんですが、会社を存続させ、事業を継続するための備えをしておくことも重要です。
2011年の東日本大震災の時は、被害が少ない会社であっても、復旧が遅れ自社の製品・サービスが供給できなくなったために、事業の縮小を余儀なくされるケース
が多く見受けられました。緊急事態において的確な決断を下すために、あらかじめ対策方法について検討を重ね、日頃から訓練しておくことが大切です。

BCPを策定し、災害時に備えた取り組みを進めています。（順不同）

教えて!
地元企業の
経営者向け

（事業継続計画）とはBCP
ズバ
リ 緊急時に会社（事業）を生き残らせる計画 です
　緊急事態はいつ発生するかわかりません。社員の安全を守る対策はも

ちろんですが、会社を存続させ、事業を継続するための備えをしておくことも重要
です。2011年の東日本大震災の時は、被害が少ない会社であっても、復旧が遅れ
自社の製品・サービスが供給できなくなったために、事業の縮小を余儀なくされる
ケースが多く見受けられました。緊急事態において的確な決断を下すために、あら
かじめ対策方法について検討を重ね、日頃から訓練しておくことが大切です。

□災害が勤務時間外に起こった場合、従業員と連絡を取り合えますか?
□会社周辺の地震や風水害の被害に関する危険性を把握していますか？
□1週間又は1ヵ月程度、事業を中断した際の損失を把握していますか?
□情報のコピーまたはバックアップをとっていますか?
□どの事業を優先的に継続すべきで、 そのための対策をしていますか?

●大規模災害等の緊急時における企業の危機管理能
力を高める

●事業活動の継続・早期復旧等により、取引先への製
品・サービス等の供給責任を果たす

●顧客の維持・獲得、企業信用の向上

BCPの検討・策定による効果

中小企業BCP
策定運用指針
（中小企業庁）

具体的な策定方法など
詳細はこちらチェックリスト（一例）

教えて！
地元企業の
経営者向け

次
世
代
に
操
法
技
術
を
伝
承

11
月
の
訓
練
会
に
向
け

　
地
域
で
発
生
し
た
火
災
な

ど
の
災
害
に
対
応
す
る
た

め
、
消
防
ポ
ン
プ
や
ホ
ー
ス

な
ど
の
消
防
器
具
の
扱
い
方

を
日
々
訓
練
し
て
い
る
緑
消

防
団
。
行
政
な
ど
が
主
体
と

な
っ
て
開
催
し
て
い
る
大
会

の
ほ
か
に
、
緑
区
で
は
緑
消

防
団
が
独
自
に
「
緑
消
防
団

消
防
操
法
技
術
訓
練
会
」
を

実
施
し
、
団
員
が
定
期
的
に

操
法
訓
練
を
す
る
機
会
を

作
っ
て
い
る
。
同
訓
練
会
で

は
、
区
内
の
各
地
域
を
担
当

す
る
全
18
班
が
参
加
し
、

「
安
全
確
実
な
行
動
」
や

「
操
作
開
始
か
ら
標
的
を
倒

す
ま
で
の
時
間
」
を
基
準
に

順
位
を
競
う
。
今
年
11
月
の

開
催
に
向
け
て
、
団
員
た
ち

は
班
ご
と
に
練
習
に
励
ん
で

緑消防団

い
る
。

　
８
月
26
日
に
は
、
長
津
田

小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
緑

消
防
団
第
四
分
団
第
３
班
の

練
習
が
行
わ
れ
た
。
午
後
６

時
30
分
頃
、
仕
事
を
終
え
た

団
員
た
ち
が
活
動
服
に
身
を

包
み
、
団
員
同
士
で
操
法
技

術
を
高
め
合
っ
た
。

地
域
防
災
の
要

　
新
し
い
団
員
が
多
く
、
初

め
て
の
メ
ン
バ
ー
で
訓
練
会

に
臨
む
と
い
う
第
四
分
団
第

３
班
。
訓
練
会
に
向
け
た
練

習
で
は
、
経
験
豊
富
な
ベ
テ

ラ
ン
が
消
火
の
手
順
や
ホ
ー

ス
の
持
ち
方
な
ど
を
指
導

し
、
操
法
技
術
を
次
世
代
に

伝
え
て
い
た
。
こ
の
日
は
３

回
、
実
践
を
想
定
し
た
放
水

を
実
施
。
正
確
性
や
安
全

性
、
迅
速
性
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
反
省
点
が
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
さ
れ
た
。
３
年
ほ
ど

前
に
緑
消
防
団
に
入
団
し
た

と
い
う
市
川
大
輔
さ
ん
は

「
父
が
消
防
団
に
入
っ
て
い

て
、
代
替
わ
り
で
入
団
し

た
」
と
話
す
。
今
回
が
初
め

て
の
訓
練
会
の
出
場
で
、

「
正
確
性
を
重
視
し
て
練
習

し
て
い
る
。
も
し
も
の
時
に

備
え
て
、
操
法
技
術
を
身
に

着
け
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
た
。

　
平
時
に
は
、
防
災
指
導
や

救
命
指
導
な
ど
を
行
い
、
地

域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
動
し
て
い
る
団
員
た
ち
。

緑
消
防
団
の
佐
藤
俊
明
団
長

は
「
各
々
が
職
業
を
持
ち
な

が
ら
、
地
域
防
災
の
要
と
し

て
責
任
を
持
っ
て
活
動
し
て

く
れ
て
い
る
」
と
話
す
。
８

月
現
在
で
、
３
４
６
人
の
団

員
が
所
属
す
る
緑
消
防
団

（
充
足
率
93
・
５
％
）
。
地

域
の
防
災
力
を
高
め
る
た

め
、
随
時
団
員
募
集
を
行
っ

て
い
る
。
問
緑
消
防
署
☎
０

４
５
・
９
３
２
・
０
１
１
９

緑消防団
練習に励む

横浜市緑区鴨居4丁目63-5

確かな技術で地域に貢献
Go forward step by step～一歩ずつ前進していこう～

災害に備えよう
モバイル機器の仮設充電所を
設置する訓練をしているよ

イメージキャラクター
「はたらきアリの
　　　みーちゃん」

イメージキャラクター
「はたらきアリの
　　　こうじクン」

献
血
バ
ス
運
行

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
▼

｢

献
血
が
社
会
貢
献
に｣

熊
本
地
震
で
現
地
に
供
給
も

　
10
月
25
日
㈰
、
長
津
田
駅

北
口
に
献
血
バ
ス
が
配
車
さ

れ
る
。
午
前
９
時
30
分
～
午

後
４
時
（
正
午
～
１
時
30
分

は
昼
中
断
）
。
災
害
時
に
限

ら
ず
、
「
誰
か
を
助
け
た

い
」
と
い
う
思
い
が
あ
る
人

は
、
直
接
支
援
の
手
を
差
し

伸
べ
る
こ
と
が
難
し
く
て
も

「
献
血
を
す
る
こ
と
が
社
会

貢
献
に
つ
な
が
る
。
日
常
生

活
の
中
で
で
き
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
と
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー
（
港
北
区
大
豆
戸

町
）
の
担
当
者
は
話
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
献
血
に

よ
っ
て
集
ま
っ
た
血
液
が
保

管
さ
れ
る
、
県
内
に
２
つ
あ

る
施
設
の
内
の
１
つ
。
こ
こ

か
ら
、
各
医
療
機
関
へ
血
液

が
運
ば
れ
て
い
る
。

　
全
国
に
は
こ
の
よ
う
な
日

本
赤
十
字
社
の
血
液
保
管
施

設
が
１
０
１
あ
り
、
各
エ
リ

ア
同
士
が
助
け
合
え
る
体
制

を
整
え
て
い
る
。
そ
の
た
め

あ
る
地
域
内
で
需
給
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
た
と
し
て
も
安

定
的
に
血
液
を
供
給
し
続
け

ら
れ
る
。
今
年
７
月
に
発
生

し
た
熊
本
地
震
で
も
、
被
災

地
で
献
血
が
で
き
る
環
境
を

十
分
に
整
え
る
こ
と
が
難
し

く
な
り
供
給
量
が
減
っ
た
た

め
、
他
エ
リ
ア
か
ら
血
液
の

輸
送
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。

　
血
液
は
人
工
的
に
作
る
こ

と
が
で
き
ず
、
保
管
期
間
は

赤
血
球
製
剤
が
28
日
間
、
血

小
板
製
剤
が
６
日
間
と
短

い
。
ま
た
、
１
人
が
１
年
間

に
献
血
で
き
る
回
数
や
量
に

上
限
が
あ
る
た
め
、
多
く
の

人
か
ら
の
定
期
的
な
協
力
が

求
め
ら
れ
る
。
担
当
者
は

「
若
い
世
代
に
献
血
の
こ
と

が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
。
将
来
的
に
ど
う
や
っ
て

安
定
的
に
血
液
を
供
給
す
る

か
が
課
題
」
と
話
す
。

　
献
血
が
で
き
る
機
会
を
増

や
し
て
認
知
を
広
げ
て
い
く

た
め
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
献

血
バ
ス
配
車
に
協
力
す
る
事

業
者
ら
も
募
集
し
て
い
る
。

配
車
の
条
件
や
方
法
な
ど
詳

細
は
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
４

５
・
８
３
４
・
４
６
１
１
）

へ
。
Ｈ
Ｐ
で
は
献
血
バ
ス
の

運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
公
開

し
て
い
る
。

県赤十字
血液センター

保管されている血液

災
害
派
遣
か
ら
の
学
び

航
空
自
衛
官
　
市
川
直
人
さ
ん

　災
害
が
頻
発
化
し
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
報
道
で
注
目
さ

れ
る
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
。
現
在
、
自
衛
隊
神
奈
川
地

方
協
力
本
部 

市
ヶ
尾
募
集
案
内
所
（
青
葉
区
市
ケ
尾

町
）
の
所
長
で
、
東
日
本
大
震
災
の
と
き
に
災
害
派
遣

に
従
事
し
た
経
験
の
あ
る
市
川
直
人
さ
ん
に
、
災
害
へ

の
備
え
と
し
て
大
切
だ
と
感
じ
る
こ
と
を
聞
い
た
。

　︱
︱
こ
れ
ま
で
に
経
験
し

た
仕
事
を
教
え
て
下
さ
い
。

　「
東
日
本
大
震
災
の
と
き

は
、
被
災
者
へ
の
入
浴
・
食

事
の
提
供
、
支
援
物
資
の
仕

分
け
、
瓦
礫
撤
去
等
の
生
活

支
援
に
携
わ
り
ま
し
た
。
そ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か

ら
避
難
場
所
や
家
族
と
の
連

絡
方
法
、
備
蓄
品
な
ど
を
確

認
し
、
で
き
る
こ
と
か
ら
備

え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

　︱
︱
現
在
の
市
ヶ
尾
募
集

案
内
所
で
の
活
動
内
容
は
。

　「
青
葉
区
、
都
筑
区
、
緑

区
を
担
当
し
、
自
衛
官
等
の

募
集
や
入
隊
ま
で
の
サ
ポ
ー

ト
、
広
報
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
自
衛
隊
に
少
し

で
も
興
味
が
あ
る
方
は
、
気

軽
に
相
談
し
て
下
さ
い
」

　︱
︱
今
後
の
緑
区
で
の
広

報
活
動
の
予
定
は
。

　「
９
月
26
日
㈯
の
９
時
か

ら
15
時
半
ま
で
、
カ
エ
デ

ウ
ォ
ー
ク
長
津
田
店
で
隊
員

と
直
接
話
が
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
自

衛
隊
の
災
害
派
遣
な
ど
の
活

動
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」

問
市
ヶ
尾
募
集
案
内
所
☎
０

４
５
・
９
７
１
・
９
２
８
１

インタビュー

の
後
は
、
被
災
地
に
物
資
を

送
り
後
方
か
ら
支
え
る
補
給

業
務
、
幹
部
自
衛
官
と
な
っ

て
か
ら
は
能
登
半
島
地
震
の

災
害
派
遣
隊
員
の
健
康
管
理

や
勤
務
計
画
作
成
、
自
治
体

と
の
防
災
訓
練
に
関
す
る
調

整
に
も
携
わ
り
ま
し
た
」

　︱
︱
災
害
派
遣
の
経
験
を

通
じ
何
を
感
じ
ま
し
た
か
。

　「
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら

物
資
を
準
備
す
る
だ
け
で
な

く
平
素
か
ら
地
域
や
関
係
機

関
と
の
つ
な
が
り
を
築
い
て

お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
え
る
市
川
さ
ん

　消
防
庁
は
こ
の
ほ
ど
、
８

月
に
発
生
し
た
千
葉
豪
雨
に

よ
る
被
害
状
況
を
発
表
し

た
。
発
表
資
料
に
よ
る
と
、

住
宅
被
害
の
う
ち
床
上
浸
水

と
床
下
浸
水
は
と
も
に
約
２

０
０
０
棟
に
上
っ
た
。
水
害

水
害
時
の
衛
生
対
策

市
薬
剤
師
会
ら
が
呼
び
掛
け

時
は
細
菌
が
増
え
て
感
染
症

が
発
生
し
や
す
い
環
境
に
な

る
た
め
横
浜
市
と
（
一
社
）

市
薬
剤
師
会
は
「
日
頃
か
ら

水
害
に
備
え
て
必
要
な
物
品

を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　豪
雨
な
ど
に
よ
り
排
水
施

設
の
処
理
能
力
を
上
回
る
降

雨
量
が
あ
る
と
、
汚
物
が
混

じ
っ
た
下
水
道
が
逆
流
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
汚
水
が
家

屋
な
ど
へ
浸
水
し
た
場
合
に

備
え
、
市
と
市
薬
剤
師
会
は

地
域
の
薬
局
に
呼
び
掛
け
て

衛
生
対
策
協
力
薬
局
を
組
織

し
、
平
時
か
ら
消
毒
方
法
の

周
知
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

区
内
の
協
力
薬
局
は
、
え
が

お
薬
局
（
鴨
居
１
の
７
の

８
）
、
い
こ
い
薬
局
（
鴨
居

４
の
２
の
31 

鴨
居
駅
前
ビ

ル
）
、
さ
な
え
薬
局
中
山
店

（
中
山
１
の
６
の
17
）
の
３

薬
局
。
協
力
薬
局
で
は
「
水

害
時
の
衛
生
対
策
と
消
毒
方

法
」
に
関
す
る
資
料
を
配
布

し
て
い
る
ほ
か
、
消
毒
液
の

作
り
方
な
ど
の
相
談
に
も

乗
っ
て
く
れ
る
。
同
資
料
は

市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
閲
覧
可
能
。

水
害
時
等
の

衛
生
対
策

（
市
Ｈ
Ｐ
）

市
薬
剤
師
会

の
災
害
対
策

の
取
り
組
み

内科・呼吸器内科・循環器内科・
消化器内科・神経内科・小児科・
皮膚科・泌尿器科・外科・
形成外科・整形外科・リウマチ科・
リハビリテーション科

横浜市緑区鴨居5-27-10　☎０４５-９３３-１９１１

鴨居自動車学校 ドローンスクール横浜鴨居
鴨居自動車学校では、災害に備え、
太陽光発電と蓄電池を導入しています。

TEL:045-931-5388緑区鴨居1-5-1
ドローン無料体験会
参加者募集中☎045（482）4435横浜市緑区長津田町2942-1

総合建設業・宅地建物取引業

地域医療を支える総合病院として、当院では必要な医療を継続できるよう、定期的な防災訓練や通信訓練を
実施し、“いざ”という時に備えています。また、被災地の視察などを通じて実際の災害からも学び、その知見
を今後の備えに生かしながら、災害時にも地域を支える病院づくりを進めています。

TEL：045-
　  984-2400

緑区十日市場町
1726-7

災
害
時
の
避
難
所
生
活
環
境
の
向
上
へ

学
校
プ
ー
ル
水
を
生
活
用
水
に

優
し
く
、
強
く
、
豊
か
な
横
浜
へ
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大
規
模
災
害
で
は
、
飲
料

水
が
届
い
て
も
、
ト
イ
レ
や

洗
面
、
手
洗
い
、
清
掃
、
洗

濯
な
ど
に
使
う
「
生
活
用

水
」
が
不
足
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
避
難
所
の
衛
生
環

境
が
悪
化
す
れ
ば
、
感
染
症

の
拡
大
や
災
害
関
連
死
の
リ

ス
ク
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま

せ
ん
。

　
私
は
、
日
本
プ
ー
ル
安
全

管
理
振
興
協
会
と
横
浜
市
総

務
局
、
教
育
委
員
会
を
つ
な

ぎ
、
学
校
プ
ー
ル
水
を
災
害

時
に
活
用
す
る
取
組
を
応
援

し
て
き
ま
し
た
。

　
５
月
27
日
に
は
、
横
浜
市

緑
区
の
み
ど
り
台
小
学
校

で
、
こ
れ
ま
で
の
実
証
実
験

の
成
果
を
示
す
デ
モ
が
実
施

さ
れ
、
防
災
拠
点
の
皆
様
と

共
に
視
察
し
ま
し
た
。
昨
年

夏
の
プ
ー
ル
授
業
終
了
後
か

ら
貯
め
て
い
た
水
を
、
特
殊

な
浄
化
処
理
に
よ
っ
て
、
飲

用
可
能
な
レ
ベ
ル
ま
で
浄
化

で
き
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
低
コ
ス
ト
か
つ
効
率
的

に
大
量
の
水
を
処
理
で
き
る

こ
と
も
、
こ
の
仕
組
み
の
大

かもしだ啓介

info@kamoshida.yokohamainfo@kamoshida.yokohama

き
な
特
徴
で
す
。

　
学
校
の
プ
ー
ル
に
は
、
災

害
時
に
活
用
で
き
る
大
量
の

水
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
水
を

生
活
用
水
な
ど
と
し
て
有
効

活
用
で
き
れ
ば
、
避
難
所
の

衛
生
環
境
を
守
り
、
災
害
時

の
水
不
足
を
補
う
大
き
な
備

え
と
な
り
ま
す
。

　
「
そ
こ
に
あ
る
水
」
を
、

い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
つ
水

へ
。
学
校
プ
ー
ル
水
の
新
た

な
防
災
活
用
を
、
実
証
実
験

だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
地
域

防
災
拠
点
で
実
際
に
活
用
で

き
る
仕
組
み
へ
と
つ
な
げ
て

ま
い
り
ま
す
。

特
殊
な
処
理
後
ろ
過
を

し
た
ら
綺
麗
な
水
に

20120-45-4141

大地震が来たら会社はどうなる？
BCP対策など経営のご相談承ります。

9/1
防災の日
生まれ

中小企業診断士代表取締役 島田 透代
株式会社 空をみあげて/台村町186番1F 専門はデジタル化、ICT活用

による社内業務の生産性向上

申込は
こちら

防
災 

担
い
手｢

家
庭
防
災
員｣

に

緑
消
防
署
が
受
講
者
募
集

　緑
消
防
署
は
、
災
害
に
備

え
て
必
要
な
知
識
と
技
術
を

身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、

「
家
庭
防
災
員
研
修
」
の
受

講
者
を
募
集
し
て
い
る
。
緑

区
在
住
の
人
な
ら
誰
で
も
申

し
込
め
る
。
研
修
内
容
と
開

催
日
時
、
場
所
は
以
下
。

　■
災
害
図
上
（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）

訓
練
、
救
急
研
修
／
10
月
２

日
㈮
と
３
日
㈯
の
午
前
９
時

～
正
午
／
緑
消
防
署
■
初
期

消
火
器
具
訓
練
／
10
月
31
日

㈯
の
午
前
10
時
～
正
午
／
北

八
朔
訓
練
場

　申
し
込
み
は
横
浜
市
電
子

申
請
・
届
出
シ
ス
テ
ム
か

ら
。
各
研
修
の
２
週
間
前
ま

で
に
申
し
込
み
を
。
問
緑
消

防
署
☎
０
４
５
・
９
３
２
・

０
１
１
９

福
島
の
特
別
企
画

中
山 

Ｃ
ｏ
︱
ｃ
ｏ
ｙ
ａ

　中
山
の
地
域
活
動
拠
点

「
Ｃ
ｏ
―
ｃ
ｏ
ｙ
ａ
」
（
中

山
５
の
９
の
１
）
で
、
９
月

の
特
別
企
画
「
福
島
売
場
」

が
開
催
さ
れ
る
。

　東
日
本
大
震
災
か
ら
15
年

の
節
目
を
迎
え
、
福
島
に
関

す
る
展
示
や
物
販
を
実
施
。

店
主
が
在
店
す
る
９
月
21
日

㈪
～
26
日
㈯
は
カ
フ
ェ
の
利

用
も
可
能
。
時
間
は
午
前
11

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。




